
アートとリサーチセンター
調査と記録と共有のための終わらないプロジェクト
ー SIAF2017期間中の作業成果一覧 ー

0. SIAF2017開催期間中の運営体制
デザイン・運営アシスタント：寺岡 桃
データベース・公開メディア構築：須之内 元洋
調査記録作業アシスタント：足立 岬 / 澤口 優七 / 塚崎 唯 / 平中 麻美子
コーディネート：SIAFラボ
企画・運営・館長：小田井 真美（さっぽろ天神山アートスタジオ/ AIRディレクター）

お問い合わせ先：siaf2017aarc@gmail.com

データベース・ウエブサイト（2017年11月末オープン）

▶ https://aarc.jp/

2017 アートとリサーチセンター公式ブログ
▶ https://aarc2017.tumblr.com/

2015 アートとリサーチワークショップ・ドキュメントウエブサイト
▶ https://ws2016.tenjinyamastudio.jp/



1. 北海道外に活動拠点をおくアーティストの活動記録
　　 （名前、活動年、基本情報）

これまでの北海道・札幌の美術史研究や調査では取り上げられることの少ない「北海道以外
に活動拠点をおくアーティストの北海道内での一時的な滞在を伴う創造的活動」に焦点をあて
ました。
アーティストが何のために、何をしに北海道・札幌にきて、何をしたのかを、1972年から
2017年の北海道美術のできごとをリサーチする作業の中で、別途データベースに記録しました。
● 調査対象

i- 北海道外を活動拠点におく創造的活動をおこなうひと（グループを含む、主にアーティスト）で、北海道に一時的に滞在
　して活動したひと（出身、居住地不問）

ii- 1972年から2017年の期間で、i により滞在制作による展覧会参加、アーティスト・イン・レジデンス（以下、AIR）、
　リサーチなど、アウトプット（作品・発表、公開されたプロジェクト）までの過程の全てもしくは一部が北海道で行われた
　 活動

● 調査期間 
2017年8月〜 9月末

● 調査方法
ウエブサイト、カタログ、記録集など芸術文化及び行政事業主催者が作成した媒体から抽出

● 記録媒体
500m美術館でのアーカイヴ展示（年表資料上の数値）及び、アートとリサーチセンターデータベース（ウエブサイト）

● 今後の調査と記録の作業
引き続き事実の調査と記録は継続し、同時に現在データベース記録されている個々のアーティストによる活動を掘り
さげる。
特に、「リサーチベースの滞在型制作」と「中長期の滞在を伴うリサーチや制作、発表」を選び、誰と出会い、
なにを見たか・なにを思ったのか、そのあとなにが起こったのか、といったアーティストと北海道の場所と人との
交流に関する側面、アーティストはなぜ移動するのか、アーティストの創造活動の変化に触れる調査を行い、「機能、
しくみとしてのAIR」「アーティストと地域（北海道・札幌）の出会い」の多面的な価値について検証する（される）ためのリソー
スの蓄積を行う。



2. 北海道美術の動き（年ごとの「動き」一覧表）

近年の北海道・札幌にとって重要な年であった1972年から、2017年10月までの北海道美術
史のおさらい、年ごとに「道外・社会の動き」とともに北海道の美術界隈でなにが起こってい
たか調査し、美術の出来事を中心に記録しました。
● 調査対象

i- 1972-2017年の北海道美術を牽引したアーティスト、企画者、事業運営者など美術関係者
ii- 行政、財団の記録、書籍、カタログ、記録集など関連書籍、ウエブサイトなどの公開媒体

● 調査期間
2017年7月〜 9月末

● 調査方法
・公開型オーラルヒストリーの試み「北海道美術史【1977-2017年】」フォーラムの開催
・関係者への個別インタビュー、ヒアリング、個人所有資料などから抽出
・書籍、カタログ、記録集など関連書籍、ウエブサイトなどの公開媒体から抽出
＊今回の調査期間中に情報収集のために参照した資料一覧は別紙をご覧下さい。

● 記録媒体
500m美術館でのアーカイヴ展示（年表資料）及び、アートとリサーチセンターデータベース（ウエブサイト）

● 今後の調査と記録の作業
引き続き事実の調査と記録は継続する。
北海道美術に関するアーカイヴ活動と作業については、すでに独自のアーカイヴ手法を確立し、収集保管をしている、
また今後アーカイヴ事業をスタートさせる計画のある他の文化芸術施設及び機関 / 機能、大学や研究室との連携を
模索しています。研究者、専門家の方々のご意見やご忠告、アドバイスを歓迎します。



3. アーティストがみた北海道・札幌プログラム01-03
多数の国内外のアーティスト（北海道外を活動拠点とする）が作品 / プロジェクトの制作や発表の
ために北海道・札幌に一時的に滞在しています。アートとリサーチセンター開設中の調査で
活動が確認されたアーティストは、のべ1,122名に及びます。
近年、制作と発表のためのプロセスの初期段階である「リサーチ（調査 / 取材） 」のために来道
するアーティストが急増しています。理由として、アートと市民の交流施設 / AIR拠点「さっぽ
ろ天神山アートスタジオ」の開館があります。2014年の開館以降、74名（2014年度）→216名

（2015年度）→223名（2016年度）→228名（2017年度 / 2017年9月末現在）が同施設を滞在拠点として、
札幌市内だけではなく道内全域で活動を展開するようになりました。
2015年度には、SIAFプレ事業として「アートとリサーチワークショップ」（主催：SIAF 実行委員会、

助成：文化庁）を同施設が企画・運営し、実施しました。本プログラムでは、11名のアーティストが
北海道内をリサーチして新しい作品 / プロジェクトのプロポーザルを作成するレジデンス・プロ

グラムを行いました。活動の記録は下記ウェブサイトをご覧下さい。

アートとリサーチワークショップ・ドキュメントウエブサイト
▶ https://ws2016.tenjinyamastudio.jp/
● 参加アーティスト

阿児 つばさ / 石山 ひなの / 一之瀬 ちひろ / 菊池 史子 / 楠崎 真央 / 佐藤 拓実 / 新谷 健太 / 魅噛 MIKA /
安田 千皓 / 山崎 阿弥 / 山本 法子

アートとリサーチセンターでは、2015年度の11名のアーティストが取り組んだプログラムを発展
させ、アーティストの視点を垣間見て追体験しようとする試みとして、アーティストがある地域
をガイドするツアーを企画しました。3名のアーティストと、音威子府、小樽、夕張の3箇所を
訪ねることができました。ガイド役を引き受けてくれた3名のアーティストは、それぞれの地域
でアートプロジェクト実施を目指し、現在も現地におけるリサーチ活動と制作を継続しています。
＊3つのツアーのドキュメントはアートとリサーチセンターのデータベース・ウエブサイトでご覧いただけます。（11月末公開）



＊現在は、簡易版ドキュメンテーションとして、Tumblrブログよりスライドショーをご覧いただくことができます。

i- 音威子府ツアー・阿児 つばさ「氷橋（こおりばし）ー夏ー」08.12-08.13
天塩川観測、筬島（おさしま）公民館、砂澤ビッキ記念館、松浦武四郎「北海道」命名の地
協力：音威子府町役場

ii- 小樽ツアー・深澤 孝史「オタル　信仰・近代・美術を巡る」09.23
祝津漁港、下赤岩山、小樽市立小樽美術館、小樽市街地

協力：小樽市立小樽美術館

iii- 夕張ツアー・菊池史子「きのうときょうの、ゆうばりにいく。」09.25
JR夕張駅、夕張共生型ファーム（旧夕張小学校）、シューパロ湖、旧北炭清水沢火力発電所、旧北炭清水沢ズリ山、清水沢コミュニティゲート

協力：清水沢プロジェクト（代表：佐藤 真奈美）

＊ツアー記録写真撮影 : アートとリサーチセンター



4. 特別プログラム「北海道美術史【1977-2017年】フォーラム」
＜北海道・札幌の美術40年、公開型オーラルヒストリーの試み＞として、500m美術館企画
運営担当と共同企画・運営により、専門家を迎えたフォーラム形式のイベントを2回に渡り実
施しました。
なお、このフォーラムは「公益財団法人 札幌市芸術文化財団」に特別協力をいただき実現する
ことができました。

● 企画主旨
2000年以降、日本をはじめ世界中で芸術祭が開かれるようになり、ここ札幌でも2014年に札幌国際芸術祭（以下、

SIAF）が開催された。SIAFが開催されるまでに、北海道および札幌の美術関係者による不断の努力があったので
はないだろうか。しかしながら20年以上遡ると、この地で何が行われてきたのかーどのような作品が作られたのかー
どのような展覧会やアートプロジェクトが開かれたのかーどのような個人や組織が存在していたのかーなど、過去の
事例や状況を知りたくとも情報にたどり着くことが難しい状況である。
そこで、SIAF2017の開催を起点に、これまでの北海道美術史を年表に編纂していくことを考えた。歴史の編纂は
常に現在の視点で行われるため、偏りと漏れが生じてしまうが、視線の偏りと漏れを恐れることよりもまず議論の
素材となる下地を作り、後世に伝え残すことに重きをおくことにした。そのために、歴史調査の手法のひとつであるオー
ラルヒストリーを公開で実施する北海道美術史[1977-2017年]フォーラムを開催する。会場は、SIAF2017のインフォ
メーションセンター & オフィシャルBAR「OYOYO」で、2 回に渡り行うこととした。
2回のフォーラムは、1977年7月20日に開館した「北海道立近代美術館」の開館を起点に、2017年に開催され
る「SIAF2017」までの40年間を射程とした。8月に開催する第1部では、北海道美術史に関する基調講演を、
佐藤 友哉氏（札幌芸術の森美術館館長）に行っていただいたのち、北海道の美術をよく知る専門家の方 を々お招きし、
1977-1997年までの 20年間の動向についてを、9月に開催する第2部では1997-2017年までの20年間の動向に
フォーカスすることとした。
本フォーラムは登壇者や観客からの発言を引き出し、記憶と記録を掘り起こすことを目的とし、北海道の美術を知る・
伝える資料の一部として記録保存し、共有可能なリソースの創出に貢献することを目的に行われる。

（高橋 喜代史 / 500m 美術館企画運営担当）



● フォーラムの概要
・第1部ー 2017年8月11日（金）19:00-21:00

基調講演【1977-2017年の北海道美術】
講演者：佐藤 友哉（札幌芸術の森美術館 館長）

フォーラム【1977-1977年の北海道美術】
登壇者：小室 治夫（杉山留美子基金 代表 / JRタワーARTBOX ディレクター）、佐藤 友哉
モデレーター：吉崎 元章（一般社団法人 地域創造総務部 参事）

・第2部ー 2017年9月12日（火）19:00-20:30
フォーラム【1997-2017年の北海道美術】
登壇者：磯崎 道佳（美術家）、柴田 尚（北海道教育大学 教授 / NPO S-AIR 代表）、穂積 利明（北海道立近代美術館 主任学芸員）

モデレーター：樋泉 綾子（公益財団法人 札幌市芸術文化財団 市民交流プラザ開設準備室）
＊フォーラム記録写真撮影：寺岡 桃
＊第1部、第2部ともに来場者には事後アンケートを実施しました。アンケートの中に、「今後オーラルヒストリーの対象にすべき人・団体」をあげて

もらいました。回収された回答（ご意見）で抽出した人名・組織・事業名も合わせてデータベース記録し、今後の調査対象リストに追加しています。
ご回答いただいた来場者の方 、々どうもありがとうございました。

● オーラルヒストリーの方法とルール
1） フォーラムでは、専門的知見から北海道・札幌の美術についてお話しいただく
2) アートとリサーチセンターでは、フォーラムの様子を動画と音声で記録し、記録データから
　 「キーパーソン」「出来事・事業」の抽出を行う
3) フォーラム中に、登壇者の発言の中で言及された「ひと・もの・こと」を、全て拾い上げる抽出方法を採用
4) 言及された「ひと・もの・こと」を、記録する・しないという情報の選択は、基本的に行わない
＊アートとリサーチセンターの記録情報項目にそって情報を記録し、時系列で検索できるシステムを整えて、後日ウエブサイトで公開します。
＊フォーラム当日の記録映像をウェブサイトで公開します。（閲覧方法については「会員制」や「登録制」にするか等、現在検討中）



5. データベース・ウエブサイト
北海道における活動の入り口として、、今回の調査で集まった資料・データを閲覧できる＜アー
カイヴ＞と、既存のデータベースやポータルサイトにつながる＜ポータルサイト（メタ・データベース）

＞を開設します。15年にわたる、北海道での滞在制作のサポートやコーディネート業務の中で
蓄積された、リサーチや制作に有効だと考えられる情報源・組織・機関のウェブサイトリンクを、
カテゴリーごとに編集し公開します。
個人情報の公開及びカテゴリーの細分化は行いません。
また、アートとリサーチセンターでの調査結果、主催プログラムのドキュメントは同ウエブサイト
でできる限り公開し、同様に、共有可能なリソースとして第三者に活用されることを期待してい
ます。
＊2017年11月末にオープン

▶ https://aarc.jp/
＊活動の継続のため、「調査」、「データ作成」、「データベースの入力」などアートとリサーチセンターのウエブサイト運営のボランティアサポートを必要として

います。活動にご賛同ご協力いただける方ご連絡ください。
　問い合わせ/ 受付（メールのみ）：siaf2017aarc@gmail.com

SIAF2017会期中は、活動インフォメーション用のブログを開設し会期中のプログラムなど情報発信を行いました。
全てのプログラムの主旨や、タイムテーブルなどの詳細情報、「アーティストがみた北海道・札幌プログラム（ガイドツアー） 」
簡易版ドキュメンテーションはこちらをご参照下さい。

▶ https://aarc2017.tumblr.com/



6. 資料ライブラリー
SIAF2017期間中の調査記録作業のためにお借りした貴重な資料は、デジタルデータ化作業
の完了後、各協力機関へ返却します。
ただし、寄贈されたもの、アートとリサーチセンターで購入したものは、さっぽろ天神山アート
スタジオの一階「交流サロン」でご覧いただくことができます。また、今後もアートとリサーチ
センターの調査記録資料に該当する資料の寄贈を受け付けいたします。
詳しくは担当者までお問い合わせください。
＊アートとリサーチセンター資料ライブラリーの開設は、2018年3月31日までを予定

・北海道美術に関する資料、書籍、作品集、展覧会カタログ、事業報告書・記録集など
・北海道の歴史、文化、アイヌ文化に関する資料、書籍、写真集など
・さっぽろ文庫
・北海道マガジン「カイ」バックナンバー（一部）

・登録制によるオーラルヒストリー記録音声・映像資料の閲覧＊アポイント制

● さっぽろ天神山アートスタジオ 開館時間のお知らせ
住所：〒062-0932 札幌市豊平区平岸2条17丁目1番80号（天神山緑地内）

地図・公共交通機関によるアクセス情報：http://tenjinyamastudio.jp/access/
休館日（毎週月曜、祝日にあたる場合は翌日）をのぞく8:45-21:00
* 担当者との面会を希望される場合は、事前にお電話の上、アポイントをお願いします。TEL 011-820-2410



7. 報告のおわりに、これからのこと。
はじめのうちは、ほかの場所からきた人（よそ者）の活動記録に取り組むことで、北海道・札幌を拠点に活動するアーティ
ストなど地元の文化芸術活動に対するオルタナティブな美術史がつくれるかもしれないと考えていました。作業の過程
の中で、アーティストではないけれど政府に依頼される以前から自らの好奇心にかられ内地から調査の旅に訪れていた
松浦武四郎がこの場所に暮らしていたアイヌの人 と々出会い、学び、個人レベルで未知の場所と人 と々の交流を築いた
こと、仕事として地図にまとめたことと、北海道以外を拠点におくアーティストのこれまでの北海道への訪問と旅と仕
事とが、ふんわりとかぶるような気がして、そもそも「地元」の人々もよそから来たのに、と、「地元」と「よそ者」の
厳密な区別は果たして必要なんだろうか ?と考えが転換するようになりました。

日本政府による開拓政策が始まる以前から南部には江戸幕府の采配により松前藩がおかれていましたが、それ以前
からも先住民族が暮らし、そこへ近隣からの貿易や商売のために多様な人々がこの場所に住み往来をしていました。
現代の北海道にいる多数の人々やその先代たちは、今わたしが調査しようとしているアーティスト同様に『どこからか
移動してこの場所にたどりついている』のです。つぎに、SIAF2014で取り上げた伊福部昭のことを思い出し、別の視点
が芽生えました。先の展覧会の準備で北海道音更町を訪れたとき、この地域にはアイヌのコタンがあり、同時に日本
のあちこちの地方から出稼ぎに来ていた労働者の集まる場所であったと聞きました。音更町はまさに多様な文化が
ひとつの場所に投げ込まれたユニークな地域で、作曲家が多様な文化を浴びて育ったから独特の世界観、ほかには
ない強靭な作家性が生まれたのだと想像することができたのです。

アートとリサーチセンターが向き合うものことは、客観的事実の掘り起こしと記録ですが、それは美術史をつみあげる
ピースの収集という側面でもありつつ、わたしの興味は別のところにあると思い至りました。派生的に、＜出目混じりあう
人々の定着と往来の混じった多様な営みが共存するユニークな地域＝北海道・札幌＞と＜アーティスト＞との関係性、
伊福部と音更のような可能性に満ちたポジティブな事例が発見されるかもしれない、という好奇心です。

これまで北海道で活動してきたアーティストの視点や足跡をなぞる思考と作業は、北海道・札幌らしい未来のオプション
のひとつを予感させます。そのオプションとは、この地域が大きな歴史の流れによりいま結果として稀有な況を作り
出してきて（これからはこの状況をよりよい方向に読み解くことができるとしたら）、多様な人々の多様な文化による協働作業を経て公共性
を獲得し、寛容で満たされた多文化共生社会と自覚的に変化していくことができるのではないかというものです。アー
ティストがのびのびと自由に活動できる環境であること、そこでそのとき、アーティストの視点や活動、移動や定住と
往来のメカニズムに伴って発生する地域と人との交流が、自由でしなやかな筋力をつかって、社会の変化のきっかけ
になると、SIAF2017を終えたいま、そんなふうに提示されたように思えてなりません。



● 謝辞
岡部 昌生 氏 / 小牧 寿里 氏 / 小室 治夫 氏 / 深澤 孝史 氏 / 穂積 利明 氏 / 梁井 朗 氏  

（北海道美術ネット）  / 北海道マガジン「カイ」編集部（株式会社ノーザンクロス）  / NPO S-AIR / 
北海道新聞文化部 / アートとリサーチセンター開設期間中にお立ち寄りくださり対話をして
くださった多くの来館者の方  々/ 主催プログラムに参加・来場くださったみなさま / 
500m美術館 / 札幌市市民文化局 文化部 / 札幌市国際芸術祭担当部 / 公益財団法人 
札幌市芸術文化財団 市民交流プラザ開設準備室 / これまで北海道・札幌で芸術文化活動
に携わってこられた、文化芸術関係者・団体のみなさま / 北海道・札幌で様 な々活動を
してきた（している）アーティストのみなさんと、様 な々協力をなさった（なさっている）地域の皆様

　どうもありがとうございました。これからも宜しくお願い申し上げます。
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